
2026.7.8（毎週水曜日発行） 第850号（1） 平成19年９月19日第三種郵便物承認

2026年（令和8年）
7月 日8
850

―
―
２
０
２
５
年
５
月
の

理
事
長
就
任
後
、
ま
ず
ど

の
よ
う
な
課
題
に
着
目
し

ま
し
た
か

遠
藤
　
最
大
の
課
題
は
こ

れ
か
ら
さ
ら
に
加
速
す
る

労
働
人
口
不
足
だ
。
中
で

も
介
護
業
界
は
人
材
確
保

が
一
層
難
し
く
な
る
。
そ

の
中
で
以
前
か
ら
感
じ
て

い
た
の
が
、
生
産
性
向
上

の
取
り
組
み
の
遅
れ
だ
。

介
護
は
人
が
担
う
サ
ー
ビ

ス
だ
が
、
記
録
や
確
認
、

連
絡
、
見
守
り
な
ど
改
善

で
き
る
業
務
は
少
な
く
な

い
。
そ
こ
を
変
え
な
け
れ

ば
将
来
の
人
材
不
足
に
は

対
応
で
き
な
い
。

　
理
事
長
就
任
後
は
Ｉ
Ｃ

　
人
材
不
足
の
深
刻
化
や
物
価
高
騰
な
ど
、
介
護
事
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
伸
こ
う
福
祉
会
グ
ル
ー
プ
（
横
浜
市
）

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
核
と
し
た
経
営
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ト
「
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ

Ｔ 

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
」
を
推
進
。
業
務
改
革
に
加
え
、
人
事
制
度
や
教
育
制
度
の
刷

新
を
進
め
、
生
産
性
向
上
と
人
材
育
成
の
両
立
を
目
指
し
て
い
る
。
就
任
か
ら
１

年
を
迎
え
た
遠
藤
健
理
事
長
に
、
改
革
の
狙
い
と
今
後
の
展
望
を
聞
い
た
。

Ｔ
を
活
用
し
た
業
務
改
革

に
着
手
し
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
含
め
て
グ
ル
ー
プ
全

体
で
数
億
円
規
模
の
投
資

を
進
め
て
き
た
。

―
―
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｃ

Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
」
の
特
徴
は

遠
藤
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
と
人
事

制
度
、
人
材
育
成
を
一
体

で
進
め
る
経
営
改
革
で
あ

る
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
用

に
よ
り
「
ム
リ
・
ム
ダ
・

ム
ラ
」
を
削
減
し
、
職
員

に
時
間
的
・
精
神
的
な
余

裕
を
生
み
出
す
。
私
た
ち

は
こ
れ
を
「
２
つ
の
ゆ
と

り
」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ

の
ゆ
と
り
を
学
び
や
成
長

に
つ
な
げ
、
職
員
の
専
門

性
向
上
と
サ
ー
ビ
ス
品
質

向
上
を
実
現
す
る
。
最
終

的
に
は
利
用
者
の
満
足
、

職
員
の
働
き
が
い
、
地
域

社
会
へ
の
貢
献
と
い
う

「
三
方
よ
し
」
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
。

―
―
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
成
果

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

遠
藤
　
例
え
ば
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
社
の
ス
マ
ー

ト
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
「
ｅ
Ｂ

ｅ
ｌ
ｌ
」
で
は
、
利
用
者

か
ら
コ
ー
ル
が
入
る
と
居

室
映
像
を
確
認
で
き
る
た

め
、
状
況
を
把
握
し
た
上

で
対
応
で
き
る
。
特
に
少

人
数
で
運
営
す
る
夜
勤
業

務
で
は
効
果
が
大
き
く
、

職
員
の
負
担
軽
減
に
寄
与

し
て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ

見
守
り
シ
ス
テ
ム
「
ｅ
Ｃ

ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ａ 

Ｐ
ｒ
ｏ
」

は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
全
12

施
設
の
全
居
室
へ
導
入
し

た
。
転
倒
や
異
常
行
動
を

検
知
で
き
、
安
全
性
向
上

や
夜
勤
職
員
の
安
心
感
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
記
録
業
務
で
は
、エ
ヌ
・

デ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
社
の

音
声
入
力
シ
ス
テ
ム
「
ほ

の
ぼ
の
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
」
を

導
入
。
ケ
ア
の
現
場
で
直

接
記
録
で
き
る
た
め
、
利

用
者
の
そ
ば
を
離
れ
る
時

間
を
減
ら
せ
る
。

　
服
薬
管
理
で
は
、「
服

や
っ
く
ん
」（
シ
ー
ユ
ー

シ
ー
・
ア
イ
デ
ー
タ
社
）

を
導
入
。
服
薬
業
務
の
効

率
化
に
加
え
、
誤
薬
防
止

に
も
効
果
を
発
揮
し
て
い

る
。
職
員
２
人
で
行
っ
て

い
た
服
薬
業
務
が
１
人
で

可
能
と
な
り
、
生
産
性
向

上
と
安
全
性
向
上
を
両
立

す
る
取
り
組
み
だ
。

　
さ
ら
に
、
25
年
末
か
ら

は
医
療
相
談
サ
ー
ビ
ス

「
ド
ク
タ
ー
メ
イ
ト
」
の

導
入
を
開
始
し
た
。
夜
間

や
休
日
の
オ
ン
コ
ー
ル
負

担
を
な
く
し
、
施
設
長
・

管
理
者
の
業
務
や
職
員
の

精
神
的
負
担
を
軽
減
す
る

も
の
だ
。

―
―
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
並
行

し
て
人
事
制
度
改
革
も
進

め
て
い
ま
す

遠
藤
　
時
間
を
生
み
出
す

だ
け
で
は
意
味
が
な
い
。

そ
の
時
間
を
成
長
に
つ
な

げ
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ

る
。
現
在
、介
護
や
保
育
、

障
害
福
祉
、
看
護
な
ど
職

種
ご
と
に
職
能
等
級
制
度

を
整
備
し
て
い
る
。
必
要

な
能
力
や
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

を
明
確
に
し
、
努
力
が
正

当
に
評
価
さ
れ
る
仕
組
み

を
構
築
し
た
い
。

　
目
標
管
理
制
度
も
導
入

し
て
お
り
、
26
年
度
か
ら

職
能
等
級
制
度
を
運
用
、

27
年
度
か
ら
給
与
へ
反
映

す
る
予
定
だ
。

―
―
教
育
制
度
の
見
直
し

に
つ
い
て
も
教
え
て
く
だ

さ
い

遠
藤
　
ベ
ネ
ッ
セ
ス
タ
イ

ル
ケ
ア
社
の
教
育
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
「
ｃ
ａ
ｒ
ｅ 

ｈ
ｉ
ｎ
ｔ
」を
導
入
し
た
。

従
来
は
施
設
ご
と
に
教
育

内
容
に
差
が
あ
っ
た
が
、

今
後
は
全
施
設
で
同
じ
水

準
の
教
育
を
受
け
ら
れ

る
。
ま
た
、
職
能
等
級
制

度
と
も
連
動
さ
せ
る
こ
と

で
、
各
等
級
の
「
能
力
要

件
」と
動
画
を
連
動
さ
せ
、

職
員
の
自
律
的
な
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
支
援
。
指
導
者

の
ス
キ
ル
の
差
を
埋
め
、

全
施
設
で
「
伸
こ
う
福
祉

会
の
標
準
技
術
」
を
均
質

に
提
供
で
き
る
仕
組
み
を

目
指
す
。

―
―
人
材
定
着
の
効
果
は

遠
藤
　
定
着
は
給
与
だ
け

で
促
せ
る
も
の
で
は
な

い
。
働
き
や
す
さ
や
成
長

実
感
、
将
来
へ
の
展
望
も

重
要
だ
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
人
事

制
度
、
教
育
制
度
を
連
動

さ
せ
る
こ
と
で
、
職
員
が

長
く
働
け
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。

　
伸
こ
う
福
祉
会
に
は
、

創
設
以
来
の
「
ウ
ォ
ー
ム

ハ
ー
ト
」の
文
化
が
あ
る
。

離
職
率
は
９
％
台
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
人
を
大
切

に
す
る
風
土
と
制
度
の
両

面
が
定
着
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
る
。

―
―
外
国
人
人
材
の
活
用

に
つ
い
て
は

遠
藤
　
現
在
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
や
ベ
ト
ナ
ム
、
ネ

パ
ー
ル
、
中
国
な
ど
18
ヵ

国
か
ら
約
１
６
０
人
の
外

国
人
職
員
が
在
籍
し
、
全

職
員
の
約
１
割
を
占
め
て

い
る
。
介
護
福
祉
士
の
資

格
取
得
率
も
高
く
、
さ
ら

に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
看

護
師
、
社
会
福
祉
士
を
取

得
し
た
人
も
い
る
。

　
25
年
度
は
41
人
が
入
職

し
た
が
、
退
職
は
４
人
に

と
ど
ま
っ
た
。
単
な
る
人

手
不
足
対
策
で
は
な
く
、

将
来
的
に
組
織
を
支
え
る

人
材
と
し
て
育
成
し
て
い

き
た
い
。
そ
の
た
め
国
際

室
を
設
置
し
、
日
本
語
学

習
や
生
活
支
援
、
行
政
手

続
き
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
。
採
用
に
お
い
て

人
材
紹
介
会
社
は
活
用
し

て
お
ら
ず
、
外
国
人
職
員

か
ら
の
紹
介
に
よ
る
採
用

が
圧
倒
的
に
多
い
。

―
―
今
後
の
社
会
福
祉
法

人
経
営
を
ど
う
展
望
し
て

い
ま
す
か

遠
藤
　
社
会
福
祉
法
人
は

地
域
の
社
会
資
源
で
あ

る
。
競
争
だ
け
で
な
く
協

働
の
視
点
を
持
ち
、
地
域

全
体
の
福
祉
を
支
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

持
続
的
な
成
長
を
可
能
に

す
る
収
益
を
確
保
し
つ

つ
、
専
門
性
の
高
い
職
員

に
よ
る
利
用
者
お
よ
び
地

域
へ
の
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
続
け
、
１
０
０

年
後
も
永
続
す
る
伸
こ
う

福
祉
会
を
創
っ
て
い
く
。

政
府
は
６
月
30
日
、「
日

本
成
長
戦
略
（
案
）」
を

ま
と
め
、
家
事
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
国
家
資
格

（
技
能
検
定
）
の
創
設
を

盛
り
込
ん
だ
。
国
内
投
資

を
全
国
に
広
げ
る
た
め
の

「
８
つ
の
分
野
横
断
的
課

題
」
の
１
つ
に
「
家
事
等

の
負
担
軽
減
」
を
掲
げ
、

女
性
を
含
む
多
様
な
人
材

が
、
出
産
や
育
児
、
介
護

な
ど
に
よ
っ
て
キ
ャ
リ
ア

を
諦
め
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
家
事
負
担
の
軽
減
に

取
り
組
む
。

具
体
策
と
し
て
、
家
事

支
援
や
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

等
の
利
用
に
対
す
る
税
制

措
置
を
含
む
支
援
策
の
検

討
も
明
記
。
第
一
子
出
産

前
後
の
女
性
の
継
続
就
業

率
を
２
０
２
１
年
の
69
・

５
％
か
ら
30
年
に
80
％
へ

引
き
上
げ
る
目
標
を
示
し

て
い
る
。

今
後
成
長
戦
略
を
取
り

ま
と
め
、
関
連
施
策
の
具

体
化
を
進
め
る
方
針
。

人
材
育
て
る
経
営
改
革

Ｄ
Ｘ・人
事・教
育
を
一体
で

　
近
年
、
高
性
能
Ａ
Ｉ

モ
デ
ル
を
巡
っ
て
安
全

保
障
上
の
観
点
か
ら
輸

出
管
理
が
議
論
さ
れ
る

な
ど
、
Ａ
Ｉ
は
国
家
戦

略
に
も
関
わ
る
技
術
と

な
っ
た
。
一
方
で
、
そ

の
技
術
は
医
療
・
介
護

分
野
に
も
広
が
り
始
め

て
い
る
。
▽
そ
の
象
徴

が
、
画
像
生
成
Ａ
Ｉ
で

知
ら
れ
る
Ｍ
ｉ
ｄ
ｊ
ｏ

ｕ
ｒ
ｎ
ｅ
ｙ
社
に
よ
る

「
Ｍ
ｉ
ｄ
ｊ
ｏ
ｕ
ｒ
ｎ

ｅ
ｙ 

Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
ａ

ｌ
」
の
発
表
だ
。
注
目

す
べ
き
は
、
大
規
模
言

語
モ
デ
ル
（
Ｌ
Ｌ
Ｍ
）

の
医
療
活
用
で
は
な

く
、
Ａ
Ｉ
企
業
が
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
を
含
め
た
医

療
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
領
域

へ
本
格
参
入
し
た
点
に

あ
る
。
同
製
品
は
、
水

槽
状
の
装
置
で
超
音
波

に
よ
り
全
身
を
約
60
秒

で
３
６
０
度
計
測
し
、

Ａ
Ｉ
が
３
Ｄ
解
析
を
行

う
仕
組
み
。
将
来
的
に

は
「
ス
パ
に
通
う
感
覚

で
体
を
ス
キ
ャ
ン
す

る
」
世
界
を
目
指
す
と

い
う
。
▽
現
時
点
で
は

ウ
ェ
ル
ネ
ス
用
途
の
構

想
段
階
だ
が
、
Ａ
Ｉ
企

業
が
予
防
医
療
の
領
域

ま
で
視
野
を
広
げ
始
め

た
こ
と
は
、
今
後
の
医

療
・
介
護
業
界
に
も
少

な
か
ら
ず
影
響
を
与
え

そ
う
だ
。

T O P I C S
ニュース・総合� 2・3面
特定地域サービス、356市町村が候補
産官学民で知見深める 高齢社会DX協会設立

介護BIZ� 4〜9面

社会福祉法人青葉福祉会
「メリハリ」配置で人件費抑制

OJT改革で稼働率向上

一般社団法人高齢者住宅協会
「住まいの相談窓口」整備を

フージャース 新浦安にシニア分譲173戸

施設長の手帳� 10面
ラインシフト、労務時間数で計算を
カスハラ対抗策特集④業務妨害

医療� 11面

社会医療法人三宝会 
医療機関が銭湯運営

トップ・インタビュー� 16面

社会福祉法人博光福祉会
中間層向け住宅 社福で

家事支援 国家資格化
政府、成長戦略に正式反映

◀�

記
録
シ
ス
テ
ム
は
外
国
人
職

員
の
支
援
に
も
役
立
つ

夜勤負担を大幅軽減

100
年
続
く
法
人
目
指
す

【法人概要】

売上高：約87億5800万円（2025年度）
利用定員数：1626 人
従業員数：1468 人
常勤比率：55.2％（2026年3月末時点）
事業所数：68ヵ所

社会福祉法人伸こう福祉会

遠藤健理事長

▲�創設期より難民支援に関わってきた歴史から、多様性を尊重す
る風土が根付いている

経歴
1976 年、安田火災海上保険株式会社（現：
損保ジャパン株式会社）に入社。2010 年
同社にて専務執行役員に就任。2015 年、
介護事業を展開する SOMPO ケアネクス
ト株式会社（現：SOMPO ケア株式会社）
にて代表取締役社長に就任し、介護サー
ビスの品質向上、人材育成、ICT・テクノ
ロジー活用による業務改革などを推進。
2025 年 5 月、社会福祉法人伸こう福祉
会 理事長に就任。これまでの経営経験を
活かし、「CROSS HEART MIRAI」を中心
とした ICT 活用、人事制度改革、人材育
成を推進し、持続可能な福祉サービスの
実現に取り組んでいる。


